
［サービス仕様書］

　　　　　　　　　┌────────────────────────────────────────┬──────────┐
　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　│
　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　サービス名称　　　　　　　　　　　　　　　　　│　　　型　　名　　　│
　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　│
　　　　　　　　　├────────────────────────────────────────┼──────────┤
　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　│
　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│ＳＶ２Ｌ１＊＊＊＊　│
　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　│
　　　　　　　　　│サブスクリプションライセンス／サポート（ＳＬ＆Ｓ）　　　　　　　　　　　　　　　│ＳＶ２Ｌ４＊＊＊＊　│
　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　│
　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│ＳＶ２Ｌ７＊＊＊＊　│
　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　│
　　　　　　　　　└────────────────────────────────────────┴──────────┘

１．サービスの提供　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンパイルを伴うリバースエンジニアリングを行うことはできません。
　　富士通株式会社（以下「富士通」という）は甲（以下「お客様」とい　　　　（２）サポート
　う）に対し、第４項記載のサービス（以下「本サービス」という）を提　　　　　ａ．問題解決支援
　供します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富士通は、本サービスの実施期間中、電話・ＳｕｐｐｏｒｔＤｅ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｓｋ－Ｗｅｂ・Ｅ－ｍａｉｌにより、対象プログラムに関する以下
２．サービスの対象製品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の質問・相談をサービス利用者から受け付け、電話にて回答します。
　　本サービスは、明細表記載の製品のうち、「ＳＬ＆Ｓ」が品名として　　　　　　ア．対象プログラムの仕様、操作方法に関する質問
　明示され、かつ、明細表記載の型名により特定されるプログラム（以下　　　　　　イ．対象プログラムが正常に動作しない場合における原因調査、回避
　「対象プログラム」という）を対象とします。対象プログラムに富士通　　　　　　　　措置に関する質問・相談
　が作成している修正プログラム等を適用したプログラムも、対象プログ　　　　　ｂ．ＳｕｐｐｏｒｔＤｅｓｋ－Ｗｅｂによるプログラム提供等
　ラムに含まれます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富士通は、お客様がＳｕｐｐｏｒｔＤｅｓｋ－Ｗｅｂ閲覧環境を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　整備した場合、以下のサポートを提供します。
３．サービス実施の前提条件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア．修正プログラム等の提供
（１）お客様は、対象プログラムを格納した媒体（以下「メディア」とい　　　　　　　　　富士通は、対象プログラムに関し、富士通が作成している修正
　　　う）を別途入手しているものとします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　版、レベルアップ版（プログラムＮｏ．が変更されないもの）ま
（２）お客様は、富士通が本サービスを実施するにあたり必要な情報を富　　　　　　　　たはバージョンアップ版（プログラムＮｏ．が変更されるものを
　　　士通に提供するものとします。富士通は、お客様より提供される情　　　　　　　　いい、以下修正版、レベルアップ版と総称して「修正プログラム
　　　報に基づき、お客様の指定する本サービス利用者（以下「サービス　　　　　　　　等」という）のうち、富士通が別途定めるものについて、当該修
　　　利用者」という）を登録し、当該サービス利用者に対して、本サー　　　　　　　　正プログラム等の提供の希望をＳｕｐｐｏｒｔＤｅｓｋ－Ｗｅｂ
　　　ビスの開始予定日、ＩＤ番号、専用電話番号を通知します。なお、　　　　　　　　でお客様より受け付けた場合、ＳｕｐｐｏｒｔＤｅｓｋ－Ｗｅｂ
　　　お客様は、当該ＩＤ番号および専用電話番号につき、サービス利用　　　　　　　　に記載する富士通所定の方法に従い、修正プログラム等を提供し
　　　者以外の第三者に開示、提供等しないものとします。　　　　　　　　　　　　　　ます。
（３）お客様は、次項第（２）号において、富士通所定の本サービス用ホ　　　　　　イ．各種情報の提供
　　　ームページ（以下「ＳｕｐｐｏｒｔＤｅｓｋ－Ｗｅｂ」という）に　　　　　　　　　富士通は、富士通が保有する対象プログラムの仕様、運用方法、
　　　よるサービスの提供を希望する場合は、当該ＳｕｐｐｏｒｔＤｅｓ　　　　　　　　障害回避措置等に関する情報、製品情報、技術情報をＳｕｐｐｏ
　　　ｋ－Ｗｅｂを閲覧できる環境を自己の責任と費用負担において整備　　　　　　　　ｒｔＤｅｓｋ－Ｗｅｂを通じて、提供します。
　　　するものとします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｃ．本サポートの実施時間帯は、以下のとおりとします。
（４）お客様は、富士通が適切にサービスを実施できるよう、ファイアウ　　　　　＜ａ．問題解決支援＞
　　　ォールの環境を整備し、正常に動作させるものとします。　　　　　　　　　　ア．電話でのお問い合わせ受付は２４時間３６５日とします。
（５）お客様が本サービスを利用する際必要となるハードウェア、プログ　　　　　　イ．Ｅ－ｍａｉｌ、ＳｕｐｐｏｒｔＤｅｓｋ－Ｗｅｂでのお問い合わ
　　　ラム、インターネット接続回線等は、お客様の責任と費用負担にお　　　　　　　　せ受付は２４時間３６５日とします。
　　　いて整備するものとします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ．お問い合わせに関する回答は２４時間３６５日行いますが、平日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９時から翌日９時までおよび平日以外の時間帯についてはお客
４．サービスの内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様と富士通協議のうえ、緊急性が高いと両者が合意した質問・相
（１）使用権許諾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　談に対してのみ当該時間帯内に行います。なお、平日とは月曜日
　ａ．富士通は、お客様に対し、本サービスの実施期間（以下「実施期間」　　　　　　　から金曜日（祝日および１２月３０日から１月３日までを除く）
　　　という）中、別途富士通Ｗｅｂサイト＜　ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ　　　　　　　　とします。
　　　．ｆｕｊｉｔｓｕ．ｃｏｍ／ｊｐ／ｐｒｏｄｕｃｔｓ／ｓｏｆｔｗ　　　　　＜ｂ．ＳｕｐｐｏｒｔＤｅｓｋ－Ｗｅｂによるプログラム提供等＞
　　　ａｒｅ／ｒｅｓｏｕｒｃｅｓ／ｃｏｎｄｉｔｉｏｎ／ｌｉｃｅｎｓ　　　　　　　　　２４時間３６５日とします。ただし、予めお客様が富士通に通
　　　ｅｓｕｐｐｏｒｔ／ｓｕｂｓｃｒｉｐｔｉｏｎ－ｌｉｃｅｎｓｉｎ　　　　　　　　知するサーバ停止日を除きます。
　　　ｇ／＞（後継のＷｅｂサイトを含み、以下「本サイト」という）に
　　　掲載した本サービスに対応するライセンス条件説明書およびその修　　　　５．サポートにおけるその他の規約
　　　正条項に記載したライセンス条件等（本サイトにおいて指定された　　　　（１）お客様は、修正プログラム等を、お客様の責任において対象プログ
　　　ものに限られるものとし、以下「使用条件」という）に従って、対　　　　　　　ラムに適用するものとします。
　　　象プログラムを使用する権利を許諾します。　　　　　　　　　　　　　　（２）以下の事項については、本サービスのサポートの対象としません。
　ｂ．対象プログラムの別ソフトウェアへの組み込み　　　　　　　　　　　　　　ａ．対象プログラムを用いてお客様が作成中、または作成済のプログラ
　　　　対象プログラムが、別のソフトウェアに組み込んで使用されるこ　　　　　　　ムに関する質問・相談、プログラム作成に関するノウハウ提供、ア
　　　とを想定したソフトウェアである場合には、お客様はメディアに添　　　　　　　ドバイス、その他の技術指導
　　　付されるマニュアル等（以下「マニュアル等」という）記載の要領　　　　　ｂ．対象プログラムのソースコードの内容に関連する質問・相談
　　　に従って、対象プログラムの全部または一部を別のソフトウェアに　　　　　ｃ．対象プログラムの提供元が提供する修正プログラム以外の修正プロ
　　　組み込んで使用することができます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グラム作成・提供
　ｃ．複製　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｄ．対象プログラムについて、対象プログラムの提供元または富士通以
　　ア．対象プログラムの複製は、本号ａ．の使用条件に記載の条件に基　　　　　　　外の者が提供している情報に基づく質問・相談
　　　　づいてコンピュータにインストールを行う場合、上記ｂ．に定め　　　　　ｅ．お客様が要求する性能を実現するための相談、ノウハウ提供、アド
　　　　る場合、およびメディアに関するライセンス条件に定める場合に　　　　　　　バイス、その他の技術指導
　　　　限定されるものとします。対象プログラムが組み込まれた別のソ　　　　　ｆ．お客様の要請に基づく、富士通所定の事業所以外での本サービスの
　　　　フトウェアについては、マニュアル等で富士通が複製を許諾して　　　　　　　サポートの実施
　　　　いない限り、複製は行わないものとします。ただし、対象プログ
　　　　ラムまたはメディアに複製防止処理がほどこしてある場合には複　　　　６．お客様の協力義務
　　　　製できないものとします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１）本サービスのサポートに基づく質問・相談を行うにあたって、サー
　　イ．上記ア．によりお客様が対象プログラムを複製する場合、お客様　　　　　　　ビス利用者は、本サービスにおいて付与されたＩＤ番号を富士通に
　　　　は対象プログラムに付されている著作権表示を、変更、削除、隠　　　　　　　通知するものとします。
　　　　蔽等しないものとします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）お客様は、問題解決支援において、富士通が必要と判断した場合、
　　ウ．対象プログラムの複製物についても、本サービス仕様書および使　　　　　　　対象プログラムの稼働履歴等の資料採取を行い、富士通に提供する
　　　　用条件に記載の各条件が適用されるものとします。　　　　　　　　　　　　　ものとします。
　ｄ．第三者への譲渡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３）お客様は、対象プログラムの障害発生に備えるため、次に記載する
　　ア．お客様は、対象プログラムについて、第三者に対し、これを譲渡、　　　　　　もののうちお客様が必要と判断するものについて、バックアップを
　　　　貸与しまたは再使用権を許諾しあるいは担保の目的に供すること　　　　　　　取得するものとします。
　　　　はできないものとします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ａ．対象プログラム
　　イ．お客様は、対象プログラムについて、第三者に対し、富士通の許　　　　　ｂ．上記ａ．以外の対象プログラム上で動作するソフトウェア
　　　　可なしに直接操作、またネットワークを介して操作させることは　　　　　ｃ．上記ａ．またはｂ．記載のソフトウェアにおいて取り扱うデータ等
　　　　できないものとします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４）お客様は、本サービスの終了後１か月以内に、富士通所定の書面に
　ｅ．改造　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　より、対象プログラムを適切にアンインストールしたこと、または、
　　　　お客様は、対象プログラムについて、改造、逆アセンブル、逆コ　　　　　　　使用できない状態であることを富士通に通知するものとします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サービス仕様書Ｎｏ．Ｓ４１０１



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無効であった場合等、当該紛争に理由がないとして当該紛争が終了
７．　本サービスの廃止　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した場合、お客様または富士通が当該紛争に対応するために要した
（１）富士通は、富士通の都合により本サービスを廃止することがありま　　　　　　　費用については、お客様と富士通とで折半して負担するものとしま
　　　す。その場合、富士通は１２か月以上の予告期間をおいて書面をも　　　　　　　す。
　　　ってお客様に通知するものとします。ただし、対象プログラムに組　　　　（７）富士通は、第（１）号から第（６）号に基づき負担する責任以外の、
　　　み込んだ第三者モジュールに関する権利を富士通が喪失するなどの　　　　　　　対象プログラムの使用または使用不能から生じるいかなる損害（逸
　　　事象が発生した場合においては、この限りではなく、当該事象の発　　　　　　　失利益、事業の中断、事業情報の喪失その他の金銭的損害を含みま
　　　生と同時に本サービスが廃止されることがあります。　　　　　　　　　　　　　すが、これに限らないものとします）に関しても一切責任を負いま
（２）本サービスが廃止となった場合、廃止日をもって本サービスは自動　　　　　　　せん。たとえ、富士通がそのような損害の可能性について知らされ
　　　的に解約されるものとします。また、廃止日をもって実施期間は満　　　　　　　ていた場合も同様とします。
　　　了するものとします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８）本契約の他の条項に関わらず、本サービスにおける対象プログラム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に関する富士通の責任は、本項に定める範囲に限られるものとし、
８．対象プログラムの使用状況等に関する監査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔一般条項〕第１１条および第１２条は適用されないものとします。
（１）富士通は、本サービスの実施期間中および実施期間の終了後６か月
　　　間、お客様が対象プログラムの使用条件その他の条件を遵守してい　　　　１０．富士通株式会社以外からの購入について
　　　ることを検証するため、お客様の施設に立ち入り、本項に基づき監　　　　　　前各項の定めにかかわらず、お客様が、対象プログラムを第三者に使
　　　査を行うことができるものとします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　用させることを目的として本サービスに関する契約を富士通との間で締
（２）富士通は、監査の実施にあたって、１０営業日以上前に書面により　　　　　結した場合には、本サービス仕様書（本項を除く）における「お客様」
　　　お客様に通知するものとします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は、当該第三者に読み替えられるものとし、対象プログラムの使用権そ
（３）富士通は、本サービスの実施期間中に行う監査において、対象プロ　　　　　の他本サービスを受ける権利は、富士通から当該第三者に直接提供され
　　　グラムの稼働履歴を採集し、採集された稼働履歴からお客様が対象　　　　　るものとします。この場合、お客様は、対象プログラムおよび本サービ
　　　プログラムの使用権許諾を遵守していることを確認することができ　　　　　スのサポートに関し、何らの権利も許諾されるものではないものとしま
　　　るものとします。稼働履歴の採集にあたっては、富士通は、お客様　　　　　す。なお、お客様は、当該第三者の名称等の情報を、富士通に提供する
　　　の使用している対象プログラムを操作し、稼働履歴の出力を実行す　　　　　ものとします。
　　　るものとします。
（４）富士通は、本サービスの実施期間の終了後に行う監査においては、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上
　　　前号に加え、対象プログラムが適切にアンインストールされている
　　　こと、または、使用できない状態であることを確認することができ
　　　るものとします。
（５）お客様は、監査の結果、対象プログラム不正使用が認められたとき
　　　は、不正使用期間（使用月数）および不正使用された対象プログラ
　　　ムの数量に応じた金額を、富士通に支払うものとします。

９．保証の範囲
（１）富士通は、対象プログラムにおいて、マニュアル等との不一致があ
　　　った旨お客様より通知された場合、お客様の本サービスの実施期間
　　　中に限り、富士通の判断により無償で当該マニュアルとの不一致の
　　　修正もしくは修正情報の提供を行うものとします。
（２）合理的な範囲で富士通が前号の修正、修正情報の提供を繰り返し実
　　　施したにもかかわらず、マニュアル等との不一致が修正されなかっ
　　　た場合には、当該マニュアル等との不一致に起因してお客様に生じ
　　　た損害につき、お客様および富士通によるその損害額等についての
　　　協議のうえ、富士通は対象メディアおよび本サービス等の契約金額
　　　総額相当額（ただし、過去１２か月間に発生した契約金額総額相当
　　　額に限る）を上限として、賠償責任を負います。ただし、富士通の
　　　責に帰すことができない事由から生じた損害、富士通が予見すべき
　　　であったか否かを問わず特別の事情から生じた損害、逸失利益につ
　　　いては、賠償責任を負わないものとします。なお、本号に基づき責
　　　任を負う期間は、前号と同じとします。
（３）対象プログラムにつき、第三者から著作権または産業財産権（以下
　　　合わせて「知的財産権」という）を侵害するものであるとして、お
　　　客様に対し何らかの訴え、異議、請求等（以下総称して「紛争」と
　　　いう）がなされ、お客様から富士通への処理の要請とともに、権限
　　　の委任があった場合、富士通は自己の責任と負担において、お客様
　　　に代わって当該第三者との紛争を処理するものとします。その際、
　　　富士通は、当該第三者に対する損害賠償金の支払いを含む紛争処理
　　　費用を負担するものとします。
（４）前号において、対象プログラムが当該第三者の知的財産権を侵害す
　　　るものと判断される場合には、富士通は富士通の判断により、以下
　　　のいずれかの措置をとります。
　ａ．当該対象プログラムを侵害のないものに改変すること。
　ｂ．お客様が対象プログラムを自ら使用することが可能となるよう当該
　　　第三者の許諾を得ること。
　ｃ．上記ａ．またはｂ．の措置がとれなかった場合、富士通は、お客様
　　　が当該対象プログラムを使用できなくなることにより被る損害につ
　　　いて、お客様および富士通によるその損害額等について協議のうえ、
　　　対象メディアおよび本サービス等の代金総額相当額（ただし、過去
　　　１２か月間に発生した契約金額総額相当額に限る）を上限として、
　　　賠償責任を負います。ただし、富士通の責に帰すことができない事
　　　由から生じた損害、富士通が予見すべきであったか否かを問わず特
　　　別の事情から生じた損害、逸失利益については、賠償責任を負わな
　　　いものとします。
（５）第（３）号の定めにもかかわらず、お客様が対象プログラムを他の
　　　ソフトウェアと組み合わせて使用することによりはじめて知的財産
　　　権侵害となった場合、またはお客様の富士通に対する指示に起因し
　　　て紛争が生じた場合等、当該紛争が富士通の責に帰すことができな
　　　い事由より生じたものである場合には、富士通は第（３）号および
　　　前号の義務を負担しないものとします。また、お客様が富士通に通
　　　知することなく紛争に対応した場合に要した費用については、お客
　　　様が負担するものとします。
（６）第（３）号における紛争において、対象プログラムが当該第三者の
　　　知的財産権を侵害していなかった場合、当該第三者の知的財産権が
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